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は じ め に
ここ10年ほどで,多 くの外国人が 日本 に流入するようになってきた。それ
とともに,外国か らの様々な文化 ももたらされた。それまでの 日本社会では,
他の国の文化や人々 と接する機会はお世辞 にも,活 発であったとは言 えない
状況であった。我々 日本人は歴史的に,単 一国家,単 一民族 と言 う枠の内側
で,外 か らの物 を排除 し受 け入れない姿勢 を貫いてきた。
日本 人 はアメ リカが これ まで に戦 った敵の 中で,最 も気心の知 れ ない敵 で
あ った。大国 を敵 とす る戦 いで,こ れ ほ どはなはだ しく異 なった行動 と思 想
の習慣 を考 慮の 中 に置 く必 要 に迫 られた こ とは,今 までに ない こ とで あった。
我 々は,我 々 よ り前 に,1905年に 日本 と戦 った帝政 ロシア と同 じように,西
洋 の文化 的伝統 に属 さない完全 に武装 され訓練 された国民 と,戦 っていたの
であ る(ル ース.ベ ネデ ィク ト5)。
我々 日本人には日々生活 している中で,我 々自身の生 き方が他者か ら見て




世界がボーダレス化 して,コ ンピューター,主 に電子 メールを媒体 として
リアル ・タイムに世界 中の情報 を収集す ることが可能 となり,我 々の生活は
一変 した。いつで もどこで も必要 とあ らば,情報 にアクセス出来るのである。
外国人の流入によって直接 もた らされる外国の文化 とは比べ物にならない位
大量の情報が,技 術革新の産物 としてコンピューターを媒体 として我々の下
に集まるようになってきた。諸外 国との人的交流のみならず,様 々な手法を
使い容易に外国の文化 と触れ合 うことが可能 となった。
戦前 の日本,戦 後復興期の 日本,バ ブル経済に翻弄 されて きた日本,そ し
て現在の 日本 と変遷 してきたわけだが,そ の中で 日本は文化的にも大 きく変
貌 を遂 げてきた。戦前,戦 中,戦 後 の日本人の価値観や生 き方を現在の 日本
人と比較 してみるとその差は歴然 としている。 しか し,は っきりと言 えるこ
とは世代の違いに関係 な く,情報のグローバル化 の影響で,誰 で も比較的簡
単 な手順 を踏むことにより世界の人々や文化 などに接す ることが可能 になっ
た。誰 もが,大 なり小 な り外国の文化や人々に興味を抱いていることは間違
いないであろう。それが,ネ ガテ ィブな ものであるかポジィティブな もので
あるか断定はで きないが,少 なくとも外部の状況の変化 に目が向いているの
ではなかろうか。
異文化 との接触 を試み ようとす ると,育 って きた環境(家 庭環境),教育
水準そ して社会環境が大 きくその接触の仕方 に影響す ると思 われる。そこで
キ.___・ワー ドになるのが世代差である。日本がこれか ら先 も,世界 との人的,
文化的交流が拡大 してい くことを否定す ることはきわめて難 しい。その よう
な状況の中で,異 文化 と接触する機会はおのず と増 してい くことであろう。
本稿では世代の差が異文化接触 にどのような影響 を与 えるか論述 し,将 来 日
本が どの ように変貌 してい くか展望 を述べたいと思 う。
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1.か つ て の 日本 人
世代の差 から生 まれる価値観や生 き方の違いを語 る上で,歴 史的に,日 本
人が どの ような価値観を持ち,ど の ような生 き方 をしていたのかを述べる必
要があると思 う。現在 の20代,30代そ して団塊の世代 それ以前の 日本人の物
の見方や考え方 は大 きく異なる。 しか し大 きなターニング ・ポイン トは第二
次世界大戦 をは さんだ時期であろう。それ以前の 日本人の価値観 と生 き方 を
引 き合いに出すことも,日 本人観 を述べ る上で必要であると思われるが,現
在 の日本社会を担 う戦後世代 を語る上で,そ れはあまり大 きな意味 をなす と
は思えない。団塊 の世代の両親の大多数が第二次世界 をはさんだ時期 に,人
間形成がなされたと思われるので,そ の世代 に育てられた団塊の世代の集団
が人間形成の上で大 きな影響 を受けた と思われる。そこで戦前の 日本人の価
値観や生 き方に触れることは避けることに した。
人間は社会の中でその人生 をまっとうする,そ の社会の最小の単位が家庭
である。家庭の中で人間は生 まれ,成 長 し,や がて 自立 してい く。そう言っ
た意味で家庭は人間形成に大 きな影響 を与 える。果た して戦 中の 日本人はど
のような環境で人間形成 をな し,社 会に適応 してきたのであろうか日本人は
誰で もまず家庭の内部で階層制度の習慣 を学 び,そ こで学んだことを経済活
動や政治などの もっと広い領域に拡大す る。彼 は,そ れが実際にその集団の
中で支配力 をふるっている人物であろうとなかろうと,と にか く自分 よりも
上の 「ふさわ しい位置」 を振 り当てられている人々にたい しては,あ らん限
りの敬意 を表することを学ぶ(ル ース.ベ ネデ ィク ト67)。
家庭 と言 う社会の最小単位の中で,日 本人はマクロな意味での社会構造 を
学び,そ れを社会生活 に応用 してい くのである。 このような姿勢 を養 ってい
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く上で,家 庭の中での親 と子の関係,夫 と妻の関係そ して兄弟,姉 妹の関係
が大 きく寄与 している。社会の最小単位である家庭の中で,「ふ さわ しい位
置」 を振 り当て られている人々に対する敬意の表 し方の基礎 を学びとるので
ある。たとえ表向 きであろうと,な かろうとその姿勢を示す ことが強 く求め
られる。
表 に面 した部分は実際の支配関係 に合致せ しめるために変更 されることは
ない。それは依然 として侵すべか らず ものである。形式的な身分の拘束 を受
けないで実権をふるった方が,む しろ策略上有利でさえある。そのほうが攻
撃 される恐れが少ないからである(ル ース.ベ ネディク ト67)。
2.戦 後 の 日本人(団 塊の世代)
戦争の終結 により,そ れまでの閉鎖的な社会か ら変化の波にさらされるこ
ととなった。西洋の文化,風 習が大量 にしか も自由に流入 して くる時代 にな
ったのである。それ らの変化が,そ れまでの 日本人 としての価値観や生 き方
に,大 きな影響 を与えたことは言 うまでもあるまい。押 さえつけられて きた
社会に,大 きな風穴を開けられたわけだ。
社会 人類学 で は,「文化 」 は考 え方,感 じ方,行 動 の仕 方 のパ ター ンを総
称 す る もの である(G.ホ フステー ド4)。
新 しい価値基準や風習が 日本 に入って くることにより,人 間の生 き方の根
本 となる文化に西洋か らの文化が刺激 を与えたのである。現在 日本の団塊の
世代 と呼ばれるグループは,日 本人の価値観や,生 き方が大 きく変化 した時
期に青年期 を過 ごした世代 に育て られた集団である。ゆえに,上 記で紹介 し
た日本的階層制度 を家庭の中で教 えられつつ も,世 間に広 まる西洋の価値観
428国 際経営論集No.252003
と文化 の狭 間で育 ってい ったので ある。
個 人のパー ソナ リテ ィー は,そ れぞれの人 に特有 の もの で,メ ンタル ・プ
ロ グラムの この部分 で は他者 と共有 されてい ない。パ._._ソナ リテ ィーは,そ
の人 に特 有の遺伝子 によって受 け継 が れた特性 と生涯学習 され た特性 の両方
に基づ いて い る。 「学習 された」 とは,そ の 人だ けの個 人経験 の影響 だけで
な く,集 団的 な プログラ ミング,す なわ ち文 化の影響 に よってパ ー ソナ リテ
ィーが変容す るこ とも意味 してい る(G.ホ フス テー ド5)。
社会が大 きく変わ り,そ の枠 の中で生活を送 って来た ものが,何 かの きっ
かけで大 きな変化 を体験 し,そ れまで享受 してきた価値観が他の価値観か ら
影響を受けたことにより人間のパーソナ リティーが変わる。それを体験 した
世代 に養育 されることにより,以前の価値観 とその後の価値観 を同時に体験
することになる。
文化 は,集 合的 に人間の心 に組込 まれ る ものであ り,集 団 によって あるい
は カテ ゴ リー に よって そ の プ ロ グラム は異 な っ てい る(G.ホ フス テー ド
5)0
日本が西洋の影響 を受け,日 本固有の価値観 との狭間で戦後の復興が進ん
だ。 日本人 と言 う集団が第三の方向に向かい変貌 を遂げようとしていた時期
である。その後朝鮮戦争が きっかけ とな り,日本の景気が右肩上が りに成長
し,本格的な戦後 日本へ と移行 していった。このころになると,団 塊の世代
も青年期 を迎え,本 格的に社会進出する時期が刻々と迫って きた。60年代,
70年代 と日本の景気 は好調で,日 本の技術力が世界に認められ,も はや戦後
日本 と言 う言葉が似つかわ しくない社会になった。団塊の世代はその急成長
を遂げている最 中に青年期 を過 ごし,そ の社会 と共に,成 長 して来たのであ
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る。彼 らの生 き様 にこの日本の劇的な変化が,そ の後の人間形成や価値観 に
様々な角度から影響 を及ぼ したことは言 うまで もあるまい。
3.団塊の世代の子供達
現在おそ らく大多数の団塊の世代の子供達は,20代前後 に達 している と思
われる。 日本の社会 において,申 核的存在 となった団塊の世代 とその子供達
の異文化 に対 しての考 え方や,姿 勢 を比較することが,こ れか ら異文化 にど
の様 に関わってい くのかを占う上で重要なカギを握 ると思われるので,あ え
てこの二種類の世代 にフォーカス してみることに した。
1980年代後期以降外 国か らの労働者の流入が本格化 し,日 本の社会に異文
化 と言 う言葉が一般的に浸透 して きた。 しか し,1990年の 「出入国管理法」
の一部改正により,中 南米やアジアか ら家族 ともども日本社会に生活 レベル
での流入が始まった。本質的には,労 働力 としてではなく,そ れぞれの国の
民族的なルーツとアイデ ンティテ ィーを持 った人々が,日 本 に移 り住んだ状
態である。言い換えると,生 活 レベルで異文化か ら来た人々 と接することに
ユ
なったわけだ(広 田康夫22)。
団塊 の世代 の子供達 は,そ の時期 を前 後 して生 まれ育 ってい った。 そ うい
った意味 で彼 らは,外 国人(異 文化)と 隣合 わせ の状 況 で,日 々の生活 を送
って来 たわけであ る。街 中で外 国人 を見 か けた り,外 国語 を耳 にす る ことは
もはや特別 な こ とで はない。 マ ク ロな視 点か らも,日 本 の社会 は大 き く変化
し出すの もこの頃であ る。携帯 電話の 出現 や,コ ンピュー ター技術 が発展 し,
家庭 にパ ー ソナル ・コ ンピュー ターが普 及 し始め たの もこの頃 であ る。現在
で は,イ ンターネ ッ ト等 の技術 革新 に よ り,世 界 の文化 に手軽 にア クセ ス出
来 る ようになった。 さ らに異文化 と接 触 す る箏 が容易 にな り,同 時 に異文化
に接触 す るこ とが,特 別 な ことでは な くな って きた。 当然1980年以前 に生 ま
れ て,そ の頃成人 に達 していた世代 と比較 す る と,外 国人や異文化 に対 して
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の イメ0ジ にはかな り違いがあ る と考 え られ る。
日本で生 まれ,成 長 し,成 人 した 日本 人 は,自 分が 日本 人であ るこ とや 日
本人 に特有 な行動様式,価 値 観 な どを身 につ けて いる ことを強 く意識 す るこ
とはほ とん どない だろ う。 ところが,そ の ような人 も,異 な る文化 に出会 っ
た り,そ の中で生活す る ようにな る と,な ん とな く違和感 を感 じた り,自 分
2
が 日本人であることを認識 した りする(渡 辺文夫147)。
国内にもアイヌ民族や在 日朝鮮人が存在 し,日 本が単一民族,単 一国家 と
言い切 ることは出来ないが,基 本的にそれ らの事実 を除けば,1980年以前の
日本社会では異文化 との接触が希薄であ り,日本の文化が生活においての全
てであ り,当 た り前であった。その ように考 えると,突 然の外界からの侵入
者達 に対 して違和感 を感 じた り,自分のアイデ ンテ ィティーを意識すること
は至極当然のことと思 われる。Hall(1959年)は異 なる文化の 中で育った
3
人々は異 なる仕方で学習するようになる と言 っているが,団 塊の世代の子
供達の育って来た生活環境 は,異 文化 と隣合わせの新 しい環境で,そ れまで
の 日本 にはなかった新 しい ものである。自ず と,そ れまでの世代 とは異 なる
仕方で,異 文化 を学習 していることになる。
ここで日本 に流入 して くる外国人の人数や傾向を様々な資料 を使い説明 し
















































































































































外国人登録者の出身地域 を見てみると,日 本 に永住 している外国人の殆 ど
が,ア ジアから移住 してきた者で占め られている。上記で も述べたがs今 度
はより細か く見てい くことにする。実 にアジア系定住者は,外 国人全体の
58%に上 っている。その後 に続 のが,南 米地域 か ら移民 して来た者達 で,
32%を占めている。両地域 を合わせ ると,外 国人登録者の82%にも達す る。
残 りが,ア ジアと南米の両地域 を除いた国か らの移民 と言 うことになるわけ
4
だ(在 留外国人統計5)。
なぜ この二地域から,集中 して 日本に移住 して くるのかは定かではないが,
おそらくアジア系の移民 に関 しては,在 日朝鮮人 と韓国人の数の多 さが影響
しているのであろう。南米か らの移民に関 しては,か つて南米 に移民 した日
本人の末商達が,職 を求めて 日本 に移 り住み始めたのであろう。 しか し何 よ











かつての 日本では考 えられないことであるが,外 国人 と言えば特別な集団
であ り,ご く一部の人々の周 りにしか,存 在 しない もの と思われがちであっ
た。 しか し,最近は町を歩いていて も,外 国人と結婚 した日本人を見 ること
は,決 して珍 しいことではな くなった。毎 日生活 している中で,外 国人の存
在が不 自然なものではな くな り,あ る意味,社 会の中に溶け込んでいるよう
にも,感 じられるようになってきた。テレビなどで も,国 際結婚 したカップ
ルを取 り上げる番組 も同様 に珍 しいことではな くなった。
以前 はあ まり見 られることはなかったが,最 近の 日本 の学校で比較的頻繁
に混血 とおぼ しき子供達を見かけるようになって きた。彼 らは,ご く普通に
日本の学校で,日 本人の子供達 と一緒 に学んでいる。このことは,外 国の文
化のみならず,外 国人の血 を持 った人間が,日 本の社会に浸透 している証で
あろう。着実に日本で多文化化が進んでいるのである。
そこで,今度は具体的な数字を挙げて説明 してみよう。実際統計 を見て も,
国際結婚の件数はかな りの数にのぼる。平成元年か ら10年までそれほ ど年毎
の大 きな変化は見 られないが,70万組以上の カップルが毎年誕生 している。
では,平 成元年か ら平成12年まで具体的に何組の国際結婚カップルが毎年誕
生 しているか,数 字 を示 してみることにしよう。
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平成12年798138組とな ってい る(入 国管理統計年報430)。
平成元年か ら平成3年 にかけて段階的に増加 している。その後,平 成4年
か ら平成5年 の一年間で際立って増加 し,そ れ以降平成6年 か ら平成12年ま
で,比 較的小 さな増減 を繰 り返 している。
4.異 文化接触 に関す るアンケー ト調査
これまで,団 塊の世代 とその子供達 に当たるであろう世代が,ど のような
環境の下で育ってきたか述べ てきた。同時に統計 を示 し,日本 に住んでいる
在 日外国人の状況を説明 して きた。国際化,ボ ーダレス,イ ンテグレーショ
ン,グ ローバルス ・タンダー ド等,と か く世界 と日本が まるで共存 し相互理
解 しているかのごとく,こ の種の言葉が乱れ飛んでいる。
しか し,こ れ らの言葉が,一 人歩 きしているような気が してならない。み
な言葉では世界が一つになったとか,国 境 を越えて世界に羽ばた き始めた と
現在の社会 を見 る向 きが強いが,果 た して我々一般の人間は諸外国の人々や
文化を理解 して,受 け入れ ようとしているのだろうか。
己 を習 う上で もっ とも効 果 的な方法の一つ は,他 者 の文化 を身 をいれて学
ぶ こ とであ る。他者 の文化 を学ぶ こ とは,ふ だん気 がつ か ない よ うな ささい
なこ とが らに対 して も注 意 を払 うこ とを余儀 な くさせ るか らであ る(エ ドワ
ー ドT.ホ ール53)。
真の 国際化,異 文化理解 を しよう とす れば,予 想 される問題 に真剣 に取 り
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組 まなければ実現す ることは難 しいのである。言葉で語ることは易 しいが,
非常にデリケー トなことである。文化の違い,食 習慣の違い,宗 教の違いと
超えなければならない問題が山積 している。特 に宗教の問題はシビアであ り,
時 として宗教上の トラブルで戦争 に発展することは決 して珍 しいことではな
いo
そこで,異 文化に関 しての意識調査 を実施す ることに した。上記でも述べ
たが,現 在の 日本 を支 えている中核 をな しているのが,団 塊の世代 である。
そ して,こ れか らの日本の将来 を占う上で,キ ー世代であるのが団塊の世代
の子供達に当たると言 う見地に立って,調 査 を行 うことに した。無論,よ り
広い世代で調査す ることが望 ましいことか もしれないが,社 会に大 きな影響
力 を持つ集団で調査 を行 うことが,よ り正確に日本社会の状況を反映すると
の考 えか ら,あ えてこれ ら二つの集団に対 してのみアンケー トを実施するこ
とに した。被験者 はそれぞれの世代男女100人,男女それぞれ50人で実施す
ることにした。被験者は,団 塊の世代の両親を持つ学生か ら注出 し,両 世代
同 じ内容のアンケー トを実施 した。
1.性 別 と年齢 をお願 い します。
19歳～24歳
2.職 場 も しくは クラス メー トに外 国人はい ますか?
圃
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3.外 国人 と接触することに抵抗があ りますか?
ることも含 む)




1.外 国人はなん とな く怖 い2.言 葉が通 じない
3.相 手のことが よく分か らない
抵抗がないと回答 した者達の主な理由としては:
1.言葉が通 じないが,一 緒にいて楽 しい2.す ぐ仲良 くなれる
3.異 文化 との接触が新鮮4.日 本語が上手い外国人が多い
4.日 本文化お よび牡 会 に外 国人が入 って くることに抵抗があ りますか?
國抵抗がない
圏抵抗がある
抵抗 があ る と答 えた者 の主 な理 由:
1.日 本 が外 国か らの文化 の進入 に よ りバ ラバ ラになる
2.異 文化 に対す る違和感3.英 語が しゃべ れ ない
抵抗 がない と答 えた者 の主 な理由:
1.言 葉 は通 じないが,一 緒 にいて楽 しい
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興味 があ る と答 えた者:
1,ア メ リカ(音 楽やス ポーツ)2.ヨ ーロ ッパ(ス ポー ツや文化)
3.日 本の文化 との違 い(特 に どの国 と特 定せ ず に)
興味 が ない と答 えた者:
1.日 本 の文化 が好 き2.諸 外 国の文化 に興味 が ない
6.外 国語 を学ぶことに抵抗があ りますか?
國Yes
團No
イエス と答 えた者達 の主 な理 由:
1.み なが特 に英語 は必 要 と言 うか ら
2.国 際化 の流 れの中で必 要 と思 う
3.外 国語 を しゃべ れれば視 野が広が る
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ノ0と 答 えた者達 の主 な理由:
1.難 しい2.今 は必 要があ る とは思 えないか ら






2.二 人の気持 ち次第,他 人が とやか く言 うことではない
否定派の主な理由:
1.文化が異なるか ら
2.日本人同士で もうまくいかない ことがあるのに,異 文化圏か らきた相
手 と果た して うまくい くのか不安である












次 に まった く同 じ内容 の ア ンケr一トを団塊 の世代(52～53男女100人)に
行 った。その結 果 は以下 の通 りであ る。
1.性 別 と年齢 をお願 い します。
52歳～53歳
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2.職 場 も しくは クラス メー トに外 国人 はい ますか?
3.外 国人 と接触 す るこ とに抵抗 があ ります か?(コ ミュニケー シ ョンを取
る こと も含 む)
抵抗があると答えた回答者の主な理由としては:
1.自分 とは違 う価値感 を持っているから2.言 葉が しゃべれないか ら
3.文化が違 うから
抵抗がない と答えた回答者の主な理由としては:











5.外 国の文化 に興味があ りますか?
イエス と答 えた回答者 の主 な理 由:
1.ア メ リカに興味が ある(経 済,合 理性)
2.ヨ ー ロ ッパ に興味が あ る(文 化,建 築物,芸 術)
3.ア ジアに興 味があ る(食 文化,民 族性)
ノー と答 えた回答 者の主 な理 由:
1.日 本が好 きだか ら2.外 国の文化 に興味 が ない
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6.外 国語 を学ぶことに抵抗があ りますか?
抵抗があると答 えた回答者の主な理 由:
1.新 しい言語を学ぶ ことに興味がない2.外 国に興味ない
抵抗がない と答 えた回答者の主な理由:
1.仕事で必要(実 際 に仕事上で外 国人 と接 している)
2.新 しい言語 を学ぶことに興味がある
3.将 来のことを考 えて,キ ャリア ・アップの観点か ら必要不可欠
7.国 際結婚 についてどう思いますか?(肯 定的ですか?否 定的ですか?)
理由をお願い します。
肯定派の主な理由:
1.人間はみな同 じ,外 国人 も例外ではない













2.文化が違 うか ら相容れることは難 しい
ま と め
まず初 め に断 っておかなけれ ばな らないが,ア ンケー トには両世代 の意識
を よ り深 く知 る為 に,そ れぞれの設問 には何 問かのサ ブ ・クエ スシ ョンを設
けたが,あ えて記 述 しなかった。 しか し,そ れぞれの設 問の後 に加 えた コメ
ン トには,サ ブ ・クエス シ ョンの分析結 果 も加味 してい る事 を述べ てお きた
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い。ア ンケー ト結果 を見てはっきりとしたことは,団 塊の世代 とその子供達
が抱 く外国人や,外 国文化 に対 しての意識 にはかな り共通点が見受けられた
ことである。 しか し,置 かれた環境の違いか ら相違点 も存在 した。やは り,
仕事 をしている団塊の世代の父親の集団は,外 で仕事 をしているケースが多
く,よ り現実的(仕 事 に関連 した)な 見方をする被験者の割合が極めて高か
った。一方,団 塊の世代の母親の集団は,ハ ウス ・ワイフの割合が多 く,ど
ちらか と言 うと,異 文化への興味は自身の趣味 と実益 に根 ざした回答が多 く
見受けられた。その違いを除いて,設 問の回答 に関 して男女の性差は影響 し
ていないように思 われた。
団塊の世代の子供達の場合,学 生か ら被験者を注出 したためか置かれた環
境 に大 きな差はな く,設 問の解答に関 しての性差は特に見 られなかった。両
世代の決定的な違いは,彼 らの結婚観 にかな りの相違点があることだ。団塊
の世代の両親の集団は,意 外 にも国際結婚 には理解があ り,否定的な考 えか
たをする集団はごくわずかであった。アンケー トを実施するにあた り私の予
想では,古 い価値観を持 った両親に育 てられた団塊の世代 は,表 面的には異
文化 を受け入れる姿勢 を示 しなが らも,本 質的には受け入れない もの と推測
していた。 しか し,結 果は正反対であった。彼 らの殆 ど(90%以上)が 国際
結婚 に対 して理解 を示 した。無論,自 分の身内には起 こるまい と言 う打算 も
あるだろうが,そ れにして も,彼 らの考 え方の根底には,異 文化 を本質的に
受け入れようとする肯定的な姿勢が見 られることは疑 う余地 もない。
一方,団 塊の世代の子供達の集団における国際結婚 に対する姿勢は,肯 定
派55%そして否定派45%とほぼ拮抗 していた。肯定派の理由に団塊の世代 と
のジェネレーション ・ギャップはあま り見 られなかったが,否 定派 に関 して
は,若 い世代は より現実的な問題 を想定 し,国 際結婚に関 してネガティブな
姿勢 をとる集団が多 く見 られた。おそらく不安定 な日本の将来 を心配 し,団
塊の世代 と比較すると,何 事 に関 しても慎重 に,し か も現実的に捉 えている
からであろう。彼 らが生まれ育って来た 日本 は,確 かに便利で快適な社会構
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造ではあったが,10年以上 も続 く不況の影響で,将 来に対 して不安を常に抱
かなければならない環境の下 に置かれていることが,要 因ではなかろうか。
最後 に日本が国際化 した と言い切れるかは別 にして,こ れか ら日本 を支え
てい く世代が,異文化 に対 してより慎重 な姿勢を示 していることを鑑みると,
果た して 日本 は将来本格的な多文化社会に対応で きるのか大 きな疑問符がつ
いたと言わざるをえない。なぜ なら,結 婚観は,真 の意味で異文化 を受け入
れられるか どうかを判断す る究極の指標 と思われるか らである。少子,高 齢
化の影響で,こ れから先外国人の労働力が より一層必要 となることは明白で
ある。いやがお うにも,多 文化社会が広が って行 く日本 にとって,若 い世代
の異文化 に対する姿勢 を見ると一抹の不安 を抱かず にはい られない。
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